
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
都市計画道路である「長曽根銀座河原線」は、昭和 48 年に

道路幅 16ｍで計画決定されたもので、そのうち今回検討の対
象となるのは夢京橋キャッスルロードと湖岸道路を結ぶ約
1.2km の区間です。現在の道路は、昭和 25 年頃に彦根城外
堀を埋め立てして造られた幅9～11mの道路で、地域では「昭
和新道」と呼ばれています。 

周辺では、原長曽根線や夢京橋キャッスルロードなど市街地
の骨格を形成する都市計画道路の整備が順次進められてお
り、幹線道路網の整備、良好な市街地空間の形成、あるいは
安全で安心できる生活道路を確保するために、「長曽根銀座河
原線」の整備が必要となってきています。 
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【協議会の目的】 

『長曽根銀座河原線整備検討協議会（以後：協

議会）』は、都市計画道路の事業化を進めるにあ

たり、広く住民の意見を聞き、地域の合意形成を

図りながら、最も望ましい道路の線形や幅員構成

などを決定します。その際、30 年以上前に決定

された道路計画が、現在の交通事情や住民ニーズ

に合致したものか改めて検討します。 
【協議会の位置づけ】 

協議会は、「長曽根銀座河原線」に関係する住

民代表者、学識経験者および行政代表によって構

成され、『ワークショップ』やアンケートで得られた

様々な意見・提案を調整しながら道路の幅員構成

などを決定します。 
【ワークショップの位置づけ】 

ワークショップでは、地域のニーズを的確に把

握するため、より多くの地域住民の方に参加をお

願いし、「どのような道路のかたち
．．．

が望ましいか」

などについて自由に話し合っていただく場です。

このワークショップでまとめられた意見・提案を

『協議会』に報告します。 
 

検討協議会とワークショップのイメージ 

※ ワークショップをご存知ですか？ 
様々な立場の人々が集ま

って自由に意見を出し合

い、互いの考えを尊重し

ながら、意見や提案をま

とめ上げていく集まり

(場)。 

城町交差点付近(琵琶湖方向をのぞむ) 長曽根町付近(琵琶湖方向をのぞむ) 

城町一丁目付近(琵琶湖方向をのぞむ) 城町二丁目付近(琵琶湖方向をのぞむ) 

長曽根銀座河原線周辺図 

都市計画道路とは？？ 
都市計画法で定められる都市施設(道路・公園・下水道等)のひ

とつで、広域的な交通処理機能や市街地内の空間形成などに配

慮して配置されており、将来の道路整備に必要な区域をあらか

じめ明確にし、予定区域の土地利用について一定の制限をして

いる道路。 
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団体名 氏 名 役 職

学 識 経 験 者 土井 　崇 司 滋 賀 県 立 大 学 教 授
連 合 自 治 会 加藤 　甚 三 城 西 学 区 連 合 自 治 会 長

〃 松 島 　千 江 子 城西 Ｐ Ｔ Ａ副 会 長
〃 森 田 　真 由 美 子 供 会 指 導 者 連 合 会 長

地 域 代 表 川部 　嘉 朗 本町 ２丁 目
〃 松岡 　一 男 本町 ３丁 目
〃 貞友 　光 雨 城町 １丁 目
〃 朝倉 　克 巳 城町 ２丁 目
〃 中村 　 　肇 栄町 １丁 目

〃 北 河　 博 栄町 ２丁 目
〃 前川 　正 蔵 池 州 町
〃 北 村 　作 一 朗 長 曽 根 町

警察署 白崎 　友 一 彦 根 警 察 署 交 通 課 長

滋賀県 目方 　 　清 土 木 交 通 部 都 市 計 画 課
課 長 補 佐

彦根市 西川 　良 雄 建 設 部 長
彦根市 中辻 　源 壽 都 市 開 発 部 長

建 設 管 理 部 中 村 　傳 一 郎 副 部 長 （ 技術 ）

滋賀県 成宮 　 　等 琵 琶 湖 環 境 部 環 境 管 理 課
主幹

滋賀県 明石 　達 郎 琵 琶 湖 環 境 部 環 境 管 理 課
副 主 幹

オ ブ ザ ー バ ー
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第１回協議会のご報告 
開催日時 平成 16 年９月 15 日（水） 19：00～ 
場  所 城西小学校 ２階ふれあいホール 
議事内容 ●協議会の位置付けや進め方について 
     ●長曽根銀座河原線の状況について 
       （交通量、道路の現況など･･･） 
     ●長曽根銀座河原線に関連する各種計画の整理 
     ●ワークショップで検討する内容 
 

こんなご意見が出ました！！ 

  ★道路整備に関する主なご意見★ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

★今後事業が進む中で検討を要する主なご意見★ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

検討協議会メンバー 
団体名 氏名 役職 

学識経験者 土井 崇司 滋賀県立大学教授 

連合自治会 加藤 甚三 城西学区連合自治会長 

〃 松島 千江子 城西ＰＴＡ副会長 

〃 森田 真由美 子供会指導者連合会長 

地域代表 川部 嘉朗 本町２丁目 

〃 松岡 一男 本町３丁目 

〃 貞友 光雨 城町１丁目 

〃 朝倉 克巳 城町２丁目 

〃 中村  肇 栄町１丁目 

〃 北河 博 栄町２丁目 

〃 前川 正蔵 池州町 

〃 北村 作一朗 長曽根町 

警察署 白崎 友一 彦根警察署交通課長 

滋賀県 目片  清 土木交通部都市計画課課長補佐 

彦根市 西川 良雄 建設部長 

彦根市 中辻 源壽 都市開発部長 

滋賀県 中村 傳一郎 湖東地域振興局建設管理部副部長（技術） 

オブザーバー   

滋賀県 成宮  等 琵琶湖環境部環境管理課主幹 

滋賀県 明石 達郎 琵琶湖環境部環境管理課副主幹  

今後のスケジュール案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回、協議会の開催予定は･･･10 月 27 日（水）19：00～ 

城西小学校 2 階 ふれあいホール 

●協議会● ●ワークショップ● 

～人・自然・地域との絆で 

キラリと輝く湖東をめざして～ 

（湖東地域振興局のスローガン） 

長曽根銀座河原線は、地域では「昭和
しょうわ

新道
しんみち

」と呼んでいます。 

車のためでなく、人のために使え

る道路整備をして欲しいです。 

歩道を充分に広くして

欲しいです。 

土地の補償問題はどうなりますか？ 

排水問題を解消して欲しいです。 

子供の安全を第一に考えて欲し

いです。 

両側に歩道を整備

して欲しいです。 

協議会の様子 

整備にはどの位の時間が

かかるのでしょうか？ 

歴史的景観に配慮

してほしいです。 
道路の幅は16mから変

更できるでしょうか。 

※敬称略 

 

第１回ワークショップ9/25（土） 

「ワークショップの位置づけと進め方について理解しよう！」

第2回協議会10/27（水） 

「計画条件について」 

第4回協議会（2月上旬予定） 

「整備方針、今後の進め方について」 

第１回協議会9/15（水） 

「協議会の目的と進め方について」 

第3回協議会 （１１月下旬予定） 

「道路イメージ（基本理念）について」 

第2回ワークショップ10/17（日） 

「今の状況を確認しよう！」 

第3回ワークショップ11/7（日） 

「どんな道にするか考えよう！」 

第4回ワークショップ12/19（日） 

「道路の具体的イメージをかためよう！」 

アンケート 


